
台湾内政、日台関係をめぐる動向（2012 年9月上旬-11 月上旬）

尖閣諸島をめぐる問題、内閣改造

石原忠浩（台湾・政治大学国際関係センター助理研究員）
（元（財）交流協会台北事務所専門調査員）

日本政府が尖閣諸島3島の土地の所有権を個人から国に移転すること（以下、「国有化」とす
る。）に伴い、台湾当局及び一部関係者による抗議及び抗議活動が起こった。馬英九総統は、台
湾北部の離島、彭佳嶼を視察した際に、東シナ海平和イニシアチブの具体的な構想につき発表し
た。立法院の新会期が開会され、野党から内閣不信任案が提出されたが、与党多数の反対により
否決された。9月末に内閣の一部改造が行われ、対中国、外交にかかる一部閣僚等の異動があっ
た。

1．馬総統による彭佳嶼視察と東シナ海平和イ
ニシアチブにかかる表明と各界の反応

馬英九総統は9月7日、尖閣諸島に最も近い台
湾北部の基隆沖合 56 キロの場所に位置する彭佳
嶼（ほうかしょ）を、胡為真国家安全会議秘書長、
李鴻源内政部長、高華柱国防部長、王進旺海岸巡
防署長ら政府高官を伴い視察した。同視察では、
気象施設、海巡署の関連施設などに立ち寄り関係
者からの説明を受けたほか、8月5日に発表した

「東シナ海平和イニシアチブ（東海和平倡議）」を
推進する具体的な構想につき発表した。1

翌日の台湾各紙は、馬総統が、「地質上、歴史上
のいずれも尖閣諸島が中華民国（台湾）に属する
ことは疑いの余地がない」との従来の主張を繰り
返し、「主権は我が方にあり、論争を棚上げし、平
和互恵、共同開発」の精神を具体化するため、す
でに対話と交渉の枠組みのある「台日」、「日中」、

「中台」の三組がそれぞれ先に交渉し、最終的に「日
中台の三者で協議する方向に進めるべき」との主
張を一面トップで報じた。2

講話の後に総統府はプレスリリースで「東シナ
海平和イニシアチブ推進綱領」（東海和平倡議推

動綱領）として、右イニシアチブの具体的な推進
のステップを詳細に説明しており、以下に整理す
る。

（1）推進段階
東シナ海平和イニシアチブの推進は二段階で進

める。はじめに「平和的な対話と互恵による交渉」
を推進する。この段階では、平和的な方法で東シ
ナ海の争議を解決するために、政府間交渉とト
ラック2による対話と交渉ルートを確立させる。
次の段階で「資源の共有と共同開発」を推進する。
右段階では対話と交渉の制度化を通じて実質的な
協力計画を推進する。

（2）主要議題
主要な議題としては、漁業、鉱業、海洋科学研

究と環境保護、海上安全と非伝統的な安全問題の
五点である。

（3）推進する目標
台湾は国際社会における「ピースメーカー（和

平締造者）」として「東シナ海平和イニシアチブ」
を提案し、また右を推進後、各方面は「交渉を以っ
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て対抗に代える」方法により、地域の平和と安定
を維持する。長期的には、既存の「台日」、「中台」、

「日中」三組の対話から最終的には三者（台日中）
による交渉を行い、東シナ海の平和と協力を実行
する。

同講話について、有識者は様々な見方を示した。
元民進党立法委員で大学教授でもある郭正亮氏
は、「三者による交渉は実質上、中台 VS 日本とい
う2対1の局面になることから、日本が受け入れ
るのは不可能である」と指摘した。一方、長期に
わたり保釣運動にかかわる元台湾大学教授の王曉
波氏は「今回の馬総統の釣魚台に関する発言は、
歴代総統の中で最も良い」と右講話を肯定した。3

蘇貞昌民進党主席は、「主権を護り、漁業権を保障
するのは総統の責任であるが、最終的に両岸だけ
で協力するのではなく、米国等利害関係のある
国々も交渉に含まれるべきである」との見解を示
した。4『聯合報』は、「馬総統は当事者である日
中台の三者による会談を提起したのは、台湾、中
国大陸と日本を対等の実体とすることで、台湾も
尖閣諸島の問題には演じるべき役割があり、右イ
シューから台湾を排除すべきではないとの主張を
したに等しい」との解釈がなされた。5

一方、野党や一部マスコミからは同視察につい
て疑義を呈する指摘が多くなされた。視察当日7
日の『自由時報』は一面トップで、「馬総統の視察
はミラージュ 2000、F16 の戦闘機、S-70C 型ヘリ
コプターの他、3900 トンの艦船を多数動員」と写
真入りで紹介するとともに野党の立法委員は、右
視察に同行しないとして政治的な意味合いが強い
ことを暗示した。6民進党の立法委員からは、「馬
総統は経済政策の失政に対する批判をそらすため
に今回の視察を行ったが、人件費、燃料費や補修
費などを含むと今回の視察には一千万元以上の大
金が投じられており浪費である」と指摘したほ
か、7「今回の陸海空三軍を動員しての主権を護る
ショーは自己満足に過ぎない」とする厳しい批判

が見られた。8視察当日の夜のテレビ政治討論番
組では、馬政権支持が顕著な一部のチャネルを除
いては、「自己満足」、「無駄使い」等の論調が圧倒
していた。実際のところ、台湾住民が馬総統の尖
閣諸島問題に対するパフォーマンスに不満を抱い
ていることは、8月の世論調査で明らかになって
いたが9、有識者は馬総統の今回の視察について
はかかる状況を踏まえた行動であるとの指摘が多
くを占めた。

2．尖閣諸島の「国有化」をめぐる問題

日本政府による尖閣諸島三島の土地の所有権を
個人から国に移転する行為に対し、台湾当局及び
民間による抗議活動が行われた。以下はそのプロ
セスを時系列的に整理した。

（1）日本政府による尖閣諸島「国有化」措置に
対する台湾当局の反応

当初、尖閣諸島の三島を購入する予定であった
東京都の調査団が9月上旬に尖閣諸島海域で洋上
視察を行ったことに対し、夏季昌外交部報道官は、

「すでに駐日代表処を通じて日本側には関心を伝
達している」と指摘するともに、「我が方の主権に
影響を与える如何なる行為も認めることはできな
い」と言明した。10また同日の台湾各紙は日本の
新聞報道を引用する形で、日本政府が 20 億円で
尖閣諸島の3島を購入予定であると大きく報じ
た。11

その後、9月5日に日本の新聞が政府による尖
閣諸島3島の購入を大きく報じるに至り、夏外交
部報道官は再び「日本の行為は認められない」と
強調した。12また馬総統は国民党の会議の席で

「台湾漁民の操業期間中は主権を護るためには、
海巡署船籍を派遣し漁民の安全を護るべきだ」と
の立場を強調するなど政府関係者の強硬な発言が
出てくるようになった。13

台湾外交部は9月 10 日、「日本政府が閣議で尖
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閣諸島（原文：釣魚臺列嶼）の『国有化』につい
て議論することは、日台の協力関係を損うことに
なる」、「東アジア地域の緊張を高めないためにも
尖閣諸島の主権を侵犯する一方的な行為を慎むよ
うに明確に要求する」との立場を強調するととも
に、「台湾が尖閣諸島に対して疑いの余地のない
領有権を有している」と自らの立場を改めて表明
した。14翌日の台湾各紙は一面トップで台湾、中
国大陸がともに日本の行為に対して、強烈な抗議
をしたと報じるとともに、沈斯淳駐日代表に説明
のため帰国を要求する予定であると報じられた。
また、沈代表の帰国に関し対外的には日本への強
い抗議を意味する「召還」（中文：召回）という言
葉は使わないだろうと報じられた。15

また黄敏恭行政院副秘書長は、台湾における尖
閣諸島の土地登記資料を公開した。右によれば、
1971 年に尖閣諸島は国有地に認定され、現在の不
動産価格は 11 億6千万元であると説明し、日本
政府による土地売買行為の不法性を訴えた。16

翌 11 日の日本政府による尖閣諸島の魚釣島、
北小島、南小島三島の「国有化」措置につき、「今
回の日本の行為は中華民国の領土主権を侵犯する
違法行為であると厳正に指摘し、厳しく譴責する」
と批判した。17同日午前、楊進添外交部長は樽井
澄夫交流協会台北事務所代表を呼び「強く抗議し
た」と表明した。また「今回の日本による非友好
的行為は台日間の長期にわたる協力関係を傷つけ
ただけでなく、東アジア地域の緊張を高めること
になった」と指摘した。同時に「沈駐日代表を通
じて日本政府に強烈な抗議を申し入れるよう指示
したほか、沈代表に帰国して今回の事件を報告す
るよう命じた」との説明がされた。

同日 11 時 40 分から楊部長が外交部で行なった
記者会見では、樽井代表との会見において、同代
表は楊部長との対話の内容を忠実に日本政府に伝
達することを承諾するとともに、日本側からは、

「今回の措置は尖閣諸島の安全な管理を目的とし

たものである」旨の説明があったことを指摘し
た。18翌 12 日の台湾各紙も、楊外交部長と樽井代
表が会見する様子を写真入りで報じた。19その他
にも『聯合報』はコラムで「野田総理は今件につ
き各国の反発の予測を見誤った」と論じた。20地
方の声として、台湾で尖閣諸島が登記されている
宜蘭県の林聰賢県長は馬総統の尖閣諸島上陸を提
案するなど台湾のメディアでは様々な意見が表明
された。21

その後台湾では日本批判の高まりとともに、事
実誤認ととれる不正確な報道も散見されるように
なり、深刻な誤りに対し、交流協会台北事務所は、

「台湾の一部メディアが、日本政府の尖閣諸島国
有化の措置の結果、台湾漁民の東シナ海における
操業に支障が出るかのような報道が一部されたこ
とに対し、日本の排他的水域における外国漁船の
扱いは、国有化の措置により何ら変わるものでは
ないと言明するとともに、最近の尖閣諸島をめぐ
る情勢が日台関係の大局に影響を及ぼすことがな
いよう希望する」と訂正する旨のプレスリリース
を発出し、事実関係の是正に努める事態となっ
た。22

一方、9月 16 日に日本の一部メディアが、「台
湾側の尖閣諸島問題に対する立場は軟化の兆しが
伺え、日本とは漁業問題を交渉する傾向にある」
と報じたことに対し、外交部は「台湾の尖閣諸島
の主権にかかる立場に変化はない、実務的な態度
で日本との漁業交渉に臨む」とする声明を発表し、
主権に対する立場の不変性を強調した。23

9月 18 日に日本人関係者2名が魚釣島に上陸
し、中国の公務船が尖閣諸島海域付近を航行した
ことに対し、台湾外交部は、自らの尖閣諸島にお
ける主権の立場を強調するとともに、「東シナ海
平和イニシアチブ」の精神を理解し、対立を高め
る行動を採らないよう呼びかける声明を発表し
た。24

楊外交部長は9月 25 日午後、訪台した今井正
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交流協会理事長と接見し、台日双方の尖閣諸島問
題の立場に対する説明がなされたと指摘するとと
もに、今後の日台漁業会談と双方の関係発展につ
き意見交換を行なったとする声明を発表した。25

（2）台湾官民の抗議活動
多数の中国漁船の尖閣海域への航行が噂される

中、一艘の台湾の底引き網船「大瀚七一号」が9
月 21 日午前に尖閣諸島の接続海域に侵入し、国
旗と「尖閣は我々のもの」と記された横断幕を掲
げ、右海域を航行したことは海上保安庁を驚かし
たと報じられた。26海巡署によると「大瀚七一号」
は接続海域で海保船籍に対し「目的を達成した」
と自ら叫んだ後、接続海域の外に出て台湾へ戻り、
その帰路の間は、海巡署が護衛したと説明し
た。27

9月 23 日、複数の民間団体から構成された「人
人保釣大聯盟」が発起した「九二三保釣大遊行」

（9月 23 日の尖閣諸島を護る大デモ行進）が台北
市で実施され、約1千人が参加し、デモ参加者は

「釣魚台は我々のもの」、「馬英九は強硬になれ」な
どのスローガンを叫び、最後に交流協会台北事務
所に抗議文書を手渡した。28デモ活動は過去の台
湾の類似の活動と同様に平和裏に終了し、如何な
る破壊行為も起こらなかったことを記しておく。
また同デモにには、対中国融和派の国民党、新党
籍の台北市議、親民党と新党の秘書長が参加した
と報じられたほか、中国の国旗である五星紅旗を
掲げる者もおり、通行人からは「これは我々の国
旗ではない」と非難する者もあり、外交部は「政
府は中国大陸と連携して尖閣問題を処理しない」
との説明に追われることとなった。29

地方からは、宜蘭県南方澳漁民が発起した「生
存を求め、漁業権を護る」（求生存、護漁権）抗議
活動が9月 24 日から 25 日にかけて行われた。台
湾漁船 81 隻は、24 日から尖閣諸島海域に向かい、
海巡署船籍の護衛を受けながら、25 日の午前に漁

船の一部は島まで 2.1 海里にまで接近した。30そ
の間、日台双方の巡視船が相互に放水し、相手の
行為を妨害する場面があったため同活動に同行し
たメデイアは右の様子を大々的に報じた。「放水
合戦」は双方が自制しているように見えたが、実
際には双方の「軍隊」が後方で待機し、万一の事
態に備えていたとの報道のほか31、台湾の国安高
層は、事前に外交ルートを通じて日本側と交渉し、

「過度に台湾の船舶を刺激しないよう求めた」ほ
か、中国側に対しても「船舶を派遣しないよう求
めた」と事態が複雑化しないように備えていたこ
とを明かした。32筆者も含む多くの台湾聴衆は、

「放水合戦」の映像に対し、「双方、限界を知って
おり、意外なことは起きないだろう」という気持
ちで見ていたが、これら政府関係者の裏話はその
安心感を裏付けるものとなった。一方、蘇民進党
主席は「このような緊迫した情勢の際には、中国
に介入の機会を与え、一つの中国の罠に陥ること
のないよう、特に慎重に対処しなければならない」
と注意を呼びかけた。33

9月 30 日、台湾で尖閣諸島が登記されている
宜蘭県の頭城鎮が発起した「九三〇保釣大遊行」
が行われ、千人以上の地元及び各地から集結した
参加者は「魚釣島は頭城のものだ、台湾のものだ」
などのスローガンを叫び行進した。なお、出席者
は与野党から分け隔てなく、宜蘭県議や立法委員
なども出席したが、民進党籍の林県長は姿を現さ
なかったと報じられた。34

（3）交流協会を通じた台湾への玄葉外務大臣の
メッセージ

今井交流協会理事長が 10 月5日、玄場外務大
臣を往訪した際に同大臣より交流協会を通じて台
湾の皆様へお伝え願いたいとして交流協会よりプ
レスリリースで右メッセージを紹介した。35同
メッセージは、7項目からなり、「日台関係の進展
に対する肯定と今後の発展への期待」、「東日本大
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震災に対する台湾官民の日本に対する支援の感
謝」、「日台間の『懸案』が日台関係の大局へ悪影
響を与えないことの重要性」、「在台邦人の安全に
対する関心と善処の要求及び台湾社会の成熟度の
肯定」、「東シナ海平和イニシアチブの一部内容へ
の肯定と台湾当局に対する自制の求め」、「漁業交
渉再開に向けた呼びかけ」、「交流協会の日台交流
における役割の重要性と関係発展の期待」の内容
であった。

右メッセージに対して、翌日の台湾各紙は尖閣
諸島問題が「懸案」と表現されたことに注目し、
日本は暗に領土問題の存在を認めたのかと推測す
る記事が見られた。36また同日の『中国時報』は、
5日に東京で開催された国慶節の記念パーテイー
に、元首相や安倍自民党総裁などの出席はなかっ
たが、大橋光夫交流協会会長が祝辞で「雨降って
地固まる」として、率直な意見交換をした後、日
台双方の関係は更に安定したものになると信じる
と述べたと紹介するなど、緊張緩和を感じさせる
報道振りとなった。37

その後外交部は、「今回のメッセージは我が方
が提案している『東シナ海平和イニシアチブ』の
論争を棚上げにし、理性的な態度で対話を行い、
地域の平和を護り、東シナ海の資源を共同開発す
るとの原則に呼応するものである」と肯定すると
ともに、「心から双方が相互利益の態度で両国間
が近年確立した特別パートナーシップ関係を強化
することを望む」と前向きな姿勢で回答すること
となった。38

右メッセージに関して、『自由時報』紙の取材を
受けた羅福全･元駐日代表は、「日本の台湾に対す
る重視と尖閣諸島問題では台湾と中国を切り離
し、台湾が中国と連携しないことを望んでいると
の見方を披露するとともに、日本の外務大臣がこ
のような形で台湾にメッセージを送ることは確か
に余り例がない」と指摘した。39また王金平立法
院長は、「現在最も重要なことは、国際社会が尖閣

諸島の主権問題が論争になっていることを認める
ことであり、そうなってこそ交渉の機会があるか
もしれない、馬総統の提案した『東シナ海平和イ
ニシアチブ』の概念は国際社会で受け入れられて
おり、日本ですら次第に受け入れるようになって
きている」との見方を示した。40

（4）日本を含む主要国家に対する世論調査
『TVBS』の世論調査センターは9月末、台湾に

とって関係の密接な四カ国、米国、日本、韓国、
中国大陸に関するイメージ調査を台湾の成年男女
に対し行った。41同センターでは、類似の調査を
定期的に行っておらず、「稀に見る」最近の日台関
係の緊張の機会という時機を狙った調査であり、
バイアスがかかった結果を期待して行った可能性
があることを先に断っておく。

表1は各国政府に対するイメージであるが、広
義の「良い」が順番に米 41％、日本 37％、韓国
24％、中国大陸 20％となった。日本が1位の座を
米に譲ったのは、昨今の尖閣問題にかかる軋轢が
影響しているのは想像に難くないが、米に関して
は、11 月よりビザなし渡航が可能になったことな
どがプラスに影響したと推測される。一方イメー
ジが「悪い」は中国大陸 59％、韓国 46％、日本
42％、米国 31％の順番となった。中国、韓国に対
して厳しいイメージを持っているのは、台湾に住
む者とすれば概ね想定範囲内の結果となった。

表2は各国住民に対するイメージであるが、「良
い」順番に日本 63％、米国 60％、韓国 32％、中国
大陸 20％と日本と米国の順位が逆転した。政府
と国民を区別している台湾世論の姿が浮き彫りに
なっている。一方「悪い」イメージは、大同小異
で中国大陸 60％、韓国 39％、日本 15％、米国 14％
の順位となった。中国大陸の政府及び国民へのイ
メージは、近年の急速な両岸関係の改善と交流の
増大によっても短期間で改善するのは容易ではな
いことを示した。韓国に対しては、日本より速く
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「韓流ブーム」が起こり、高校生以下の世代には日
本以上に浸透している感のある K-POP や韓国流
行文化であるが、これらの流行が対韓国観の向上、
改善に反映するのは、現在の若年層が成年になる
まで待たねばならないのかもしれない。

表3は「メイドイン○○」に対するイメージ調
査であるが、ここでは日本が圧勝する結果となっ
た。「良い」イメージでは日本の 86％が圧倒して
おり、以下米 62％、韓国 45％に対し中国大陸製品
は「良い」が僅か6％、「悪い」が何と 87％という
両岸関係筋には衝撃的な数字となった。日本製の
人気、信頼感が根強いなのは理解できるにしても

世界の工場と言われて久しく、日本においても従
来の「粗悪品」、「安かろう悪かろう」のイメージ
がかなり払拭されたと（少なくとも筆者は）思わ
れていた中国製へのネガティブイメージは、驚か
ざるを得ない。その背景には、「毒粉ミルク」はじ
め、台湾で毎日のように報道されるありとあらゆ
る有害物質を含む「黒心食品」のイメージへの不
信感はゆるぎないものがあることが確認できた。

尖閣問題で感情の軋轢も生じた日台関係である
が、今回のイメージにかかる調査結果では、少な
くとも現段階では台湾住民の日本へのイメージの
変化は限定的なものであることが示された。
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表1 各国政府に対する印象の良し悪し

米国 日本 韓国 中国大陸
非常に良い 5 % 8 % 6 % 2 %

良い 36% 29% 18% 18%
あまり良くない 22% 24% 22% 31%

非常に悪い 9 % 18% 24% 28%
意見なし 27% 21% 31% 20%

表2 各国国民に対する印象の良し悪し

米国 日本 韓国 中国大陸
非常に良い 9 % 16% 5 % 3 %

良い 51% 47% 27% 17%
あまり良くない 12% 11% 25% 37%

非常に悪い 2 % 4 % 14% 22%
意見なし 26% 21% 30% 20%

表3 メイドイン○○に対する印象の良し悪し

米国 日本 韓国 中国大陸
非常に良い 11% 48% 8 % 1 %

良い 51% 38% 37% 5 %
あまり良くない 9 % 2 % 19% 33%

非常に悪い 3 % 2 % 9 % 54%
意見なし 26% 10% 27% 8 %

資料元：「釣魚台主權爭議後，民眾對中美日韓印象民調」『TVBS』（2012 年9月 28 日）
http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201210/1bn51xmsht.pdf



4．内閣改造関連

9月 20 日の当地朝刊は、月末にも総統の職権
である外交、国家安全、両岸関係をはじめ、総統
府、党にかかる人事異動が行われると報じた。当
地メディアの注目を集めたのは、馬総統の側近中
の側近であり、数少ない友人でもある金溥聰国民
党国際事務首席顧問の駐米代表と王郁琦国家安全
会議諮詢委員の大陸委員会主任委員、曾永権総統
府秘書長の国民党秘書長、林中森国民党秘書長の
海基會理事長への就任などが大きく報じられ
た。42『自由時報』は一面トップで異動になる人
物の顔写真を紹介し、今回の異動は側近内部の職
務入れ替えと揶揄するとともに、世論で最も不満
の高い経済財政部門の閣僚に異動がなかったこと
に疑義を呈した。43

『聯合報』はコラムで、今回の特徴は馬総統自身
が信頼できる人物の相互異動人事であり、主要ポ
ストのほとんどが「古い人物」であるほか、本人
の従来の専門領域とはほとんど合致していないと
指摘した。44また各政党は、民進党が「全ての閣
僚を更迭させる必要がある」と批判したほか、国
民党内部からも嘆きの声が聞かれるなど異口同音
に「不可解」、「でたらめ」、「側近政治」など批判

一辺倒の反応となった。45

多くの識者が指摘したのは、馬総統の最側近と
され特に信頼が厚い金溥聰氏は外交事務の経験は
ほぼ皆無、王郁琦氏は国安会で幕僚的工作にかか
わったとはいえ、立法院やマスコミとの折衝も必
要とされるポストでその適性は未知数。公務員出
身の林中森氏は、大陸事務の経験は皆無であり、
中国の台湾事務関係者からは「林中森は誰？」と
いう反応が示されたとも揶揄されるほど門外漢的
な人事である印象を与えた。更に総統府秘書長に
就任する楊外交部長は外交官であり、複雑な折衝
や調整が必要であり、党務の経験に乏しい同人の
背景がどう出るか未知数であるとも指摘された。

郭正亮元立法委員は、別の角度から同人事を「親
美遠中」と指摘した。最も信頼できる金氏を駐米
代表に派遣することは、対米関係の意思疎通と関
係強化を重視したのに対し、最も軽量級である王
氏の大陸委員会主任委員、林中森の海基会董事長
の人事は「親米国、軽視中国」の意図が見えると
指摘するとともに、46この対中国人事が代表する
のは、江丙坤、連戰、吳伯雄といった旧勢力を完
全に両岸事務から退出させることを意味すると強
調した。一方、元民進党立法委員で現評論家の沈
富雄氏は、最も信頼できる金、王を対米、対中政
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表4 総統府、行政院、与党の主な人事異動

役職 新任者と前職 前任者
総統府秘書長 楊進添（外交部長） 曾永権
国家安全会議秘書長 袁健生（駐米代表） 胡為真
総統府資政 江丙坤（海基会董事長） ―
総統府資政 胡為真（国家安全会議秘書長） ―
外交部長 林永楽（駐 EU 代表） 楊進添
大陸委員会主任委員 王郁琦（国家安全会議諮詢委員) 賴幸媛
海基会董事長 林中森（国民党秘書長） 江丙坤
駐米代表 金溥聰（国民党国際事務首席顧問） 袁健生
駐 WTO 代表 賴幸媛（大陸委員会主任委員） ―
国民党秘書長 曾永權（総統府秘書長） 林中森

資料元：9月 20 日付、台湾各紙。



策の核心に添えたことは、「親米和中」政策の断行
にあるとの見方を示した。47

『新新聞』は今人事の特徴に関し、過去の対外政
策の基本政策が「和中、親美、友日」（対中和解、
親米、対日友好）であった順位を金氏の駐米代表
の布陣により、「親米」を「和中」より優先させる
ものであるとの分析をした。48また同文は、右内
閣改造は本来第二期総統就任前の4月に断行する
予定であり、元々は袁健生駐米代表か馮寄台駐日
代表を外交部長に迎える構想を持っていたが、当
時は米牛肉輸入にかかる開放問題が未解決であっ
たため、先延ばしになったと論じたほか、駐米代
表も当初は楊進添外交部長を派遣する予定であっ
たが、米国は異なる意見を持っていたため、馬総
統が金氏の名前を出したところ、米側は同意した
と論じるなど、金氏の駐米代表が米の意向に沿っ
たものであることを示唆した。49

同人事に関しては、多くのテレビ討論番組で「馬
が金溥聰や羅智強総統府副秘書長ら側近の一部と
相談して決めた」と指摘があったほか、「経済振興
よりも歴史地位を追い求めるための人事」との見
方もされたが、後述するように喫緊の課題は経済
振興であるところ、政権運営は厳しい舵取りを求
められている。

5．内閣不信任案、閣僚不信任案の否決

馬総統は再選後、経済振興にかかる諸政策を提
出してきたが、成果はいまひとつである。民進党
立法委員団は台湾団結聯盟とともに立法院開会日
の9月 18 日に陳冲内閣に対する不信任決議案を
提出した。同団幹事長の潘孟安委員は、陳内閣に
は経済失政をはじめとした 10 の罪状があると強
調し、不信決議案提出の正当性を強調した。50立
法院は9月 22 日午前に特別に院会を開催し、内
閣不信任案につき採決を行った。野党は不信任案
を提出した民進党、台湾団結聯盟に加え、親民党
と本人の意思に反して賛成に投じた与党系の無党

団結聯盟所属議員の1名を加えた 46 名が賛成し
たが、国民党は数的優勢と党議拘束を持ち出した
ことで造反者もなく無所属委員の協力も得て 66
票を獲得して同不信任案は否決された。51しかし
ながら、国民党籍立法委員からは、陳内閣に対し、

「3ヶ月以内に経済面で業績を上げるべきである」
とする厳しい意見が出されることとなった。52

その後、10 月5日に民進党、台聯、親民党の三
党は経済振興に無力な政権に対する不満の表明と
して「総統副総統及び政務官の一定条件下での給
与半減、閣僚の賞与を支給しない」、「行政院の財
政経済閣僚の更迭」などの複数の案件を提案した
が、「財政経済閣僚の更迭」に関しては、国民党委
員の2人が造反し賛成に廻ったため、賛成 44 反
対 47 と危うく可決するところとなり、国民党関
係者の肝を冷やすこととなった。53陳内閣は、
3ヶ月という限られた中での経済振興策の実現を
迫られていることを改めて認識させられた。

6．馬総統の国慶節演説関連

例年の国慶節では総統による重要演説があり、
特に今年は再選後初の国慶節であるところ、両岸
関係をはじめ新しい論述があるのではないかと内
外で期待する向きがあった。筆者自身の経験で
は、毎年の国慶節で陳水扁総統から「どんなサプ
ライズが出るのか？」と期待と不安が入り混じる
心境で迎えたものだが、馬総統の性格に加え、最
近の不景気、若年層賃金水準の低迷及び雇用問題、
物価上昇など国民の政権に対する不満の高まりも
あり、国慶節演説では両岸関係をはじめ、対外政
策に精力を割く余裕はないとの見方が支配的に
なっていた。前日の 10 月9日には国慶節の内容
は「経済振興」を主軸としたものになると報じら
れた。54

10 月 10 日の国慶節の演説は前日にほぼ同じ内
容が報道され、またその中身も新味がなかったこ
とから、11 日の台湾各紙は演説については1面で
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はなく2－4面で簡単に報じたが、今回の式典は
不景気を反映して関連予算を大幅に絞り込んだた
め、海外からの賓客の規模と民間団体によるパ
フォーマンスは例年に比べて小規模であり、客席
には空席が目立つなど雰囲気的にも国慶節式典ら
しくないうら寂しいものになった点を詳しく報じ
た。55

同演説は、「産業構造の改造、賃金水準の引き上
げ」、「投資に対する障害を除去し、雇用機会を拡
大する」、「主権と漁業権を護り、地域の平和を推
進する」、「民主と法治を深め、両岸関係の発展を
促進させる」の四項目であった。56演説では前二
項目の経済振興に関する部分に多くが割かれ、日
本に対する直接の言及となった三項目の、従来の
主張を繰り返すのにとどまり、分量的にも全体の
1割にも満たない内容であった。

民進党幹部は同日、地方視察を行い式典を欠席
したが、蘇主席は「演説で大風呂敷を広げるので
はなく、地方を視察し実情を理解したほうがいい」
と批判した。57『聯合報』は、同演説は経済振興を

語っているが、台湾住民に関心のある基本的賃金
アップなどへの言及はなく、経済振興や発展への
雰囲気を感じることができない内容であったと批
判した。58

日台関係との関連では馬総統が演説の中で、「東
シナ海平和イニシアチブ」について言及するとと
もに再び、尖閣諸島の領有権を主張したこともあ
り、式典前日に演説の内容を知った日本側代表団
が全員欠席したと報じられた。59夏外交部報道官
は、「日本の議員団は特別に訪問団を結成し、訪台
し国慶節の記念行事に参加したのは、日台実務関
係の重視を示すものである」と指摘するとともに、

「同議員団が式典に出席しなかったのは、なんら
かの考慮があってのことであり、尊重するし、ま
たその出席しなかった原因について推測すること
もしない」と述べるところがあった。

7．馬総統、陳内閣に対する満足度調査

財政経済内閣を標榜し本年2月に登場した陳冲
内閣であったが、民生物資の値上げ、一部の増税
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表5 馬総統の満足度に対する調査

調査年月 満足 不満
2012 年5月 15 日 総統就任 20％ 64％

2012 年7月 20 日 就任2ヶ月 19％ 66％
2012 年8月 15 日 就任3ヶ月 18％ 62％
2012 年9月 26 日 就任4ヶ月 13％ 69％
2012 年 10 月 23 日 就任5ヶ月 13％ 67％

表6 陳行政院長の満足度に対する調査

調査年月 満足 不満
2012 年5月 15 日 就任3ヶ月 24％ 51％
2012 年7月 20 日 就任5ヶ月 31％ 49％
2012 年8月 15 日 就任6ヶ月 28％ 46％
2012 年9月 26 日 就任7ヶ月 18％ 59％
2012 年 10 月 23 日 就任8ヶ月 14％ 60％

参考資料：「馬總統及行政院長滿意度民調(含經濟議題)」『TVBS』（2012 年 10 月）http:
//www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201210/wh538flj1v.pdf



など不人気な政策を推進した一方で経済がふるわ
ず現政権は厳しい視線が向けられている。

行政院主計総処は、本年度の経済成長率予測を
1.05％に下方修正した。60右予測は8月の予測
1.66％と比べ 0.61％下回り、今年に入ってから9
回目の下方修正となり、『聯合報』は「政府は1％
成長を死守する戦いを迫られている」と報じ
た。61かかる厳しい経済情勢を反映して馬総統、
陳行政院長への不満が高まってる。表5と6は、

『TVBS』世論調査センターが実施した馬総統、陳
行政院長に対する満足度調査である。62

10 月末の最新調査で馬総統の満足度は 13％に
低迷する中、不満足度も 67％に高止まりしてい
る。一方で、陳院長に対する満足度はここ数ヶ月
の間、馬総統より数パーセント高かったが、9月
の調査以降、満足度が急落し、10 月末の調査では
1％差まで「肉薄」することとなった（馬 14％、
陳 13％）。同時に経済に関する調査では、84％が
経済に好転の現象は見られないと回答し、56％が
政府は経済振興の努力をしていないと回答するな
ど、台湾住民の現世権に対する経済問題を中心と
した施政への不満を表明することとなった。

1 総統府ホームページ「總統視察彭佳嶼」（2012 年9月7日）http://www.president.gov.tw/Default.aspx?tabid=131&ite-
mid=28069&rmid=514 2012 年9月7日閲覧。

2 「開放釣島 馬呼台日中 三方雙邊協商對話」『中国時報』（2012 年9月8日）頁1、
「馬：台陸日三邊協商」『聯合報』（2012 年9月8日）頁1。
3 「郭正亮：日不可能接受 王曉波：馬總統講得好」『聯合報』（2012 年9月8日）頁3。
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